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今
、
家
族
農
業
が
注
目
さ
れ
て

い
る
？

　

E
U
を
は
じ
め
世
界
で
は
「
小
規

模
・
家
族
農
業
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
日
本
政
府
は
小
規
模
な
家
族

農
業
を
推
進
せ
ず
、「
国
際
家
族
農
業

年
」
に
つ
い
て
メ
デ
ィ
ア
も
大
き
く
取

り
上
げ
ま
せ
ん
で
し
た
。
安
倍
首
相

は
「
家
族
農
業
を
し
っ
か
り
支
援
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
、
農
水
省
も
「
兼

業
農
家
や
小
規
模
経
営
を
含
め
、
意
欲

あ
る
多
様
な
農
業
者
を
幅
広
く
育
成
」

と
見
直
し
案
を
出
し
ま
し
た
が
、
一
方

で
、農
業
の
大
規
模
化
へ
の
構
造
改
革
、

T
P
P
参
加
な
ど
、
小
規
模
農
業
を

守
る
規
制
が
取
り
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

４
年
連
続
食
料
自
給
率
の
低
下
、
高

悪
く
、
貧
し
い
」
と
さ
れ
、
新
自
由
主

義
的
政
策
に
よ
る
、
大
規
模
農
業
・
輸

出
志
向
型
農
業
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。食
料
、原
油
の
高
騰
で
、経
済
危
機
。

国
や
企
業
に
よ
る
土
地
の
囲
い
込
み
が

行
わ
れ
、
大
規
模
農
業
に
よ
り
、
環
境

汚
染
・
資
源
が
枯
渇
。
世
界
は
危
機
的

状
況
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
今
、
持
続
可
能
な
農
業
モ
デ
ル
と
し

て
、
家
族
農
業
の
可
能
性
へ
の
期
待
が

高
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

世
界
の
家
族
農
業
の
姿

　

家
族
農
業
で
は
兼
業
農
家
が
多
く
、

災
害
に
よ
る
リ
ス
ク
の
分
散
、
所
得
の

補
て
ん
な
ど
、
弾
力
性
の
あ
る
経
営
が

で
き
ま
す
。
し
か
し
、
女
性
の
経
営
者

が
半
数
以
上
で
、
女
性
の
権
利
の
保
障

と
社
会
的
地
位
の
向
上
が
課
題
で
す
。

　

地
域
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
出
来
て
い

る
の
で
、
相
互
扶
助
の
関
係
に
お
い
て

自
発
的
な
意
思
で
行
動
が
で
き
ま
す
。

そ
こ
で
教
育
・
学
習
が
な
さ
れ
、
現
場

の
声
を
政
治
の
場
へ
上
げ
て
い
け
る
の

で
す

　

家
族
・
小
規
模
農
業
の
実
態
把
握
と

適
切
な
政
策
策
定
の
た
め
に
、
世
界
全

体
で
統
計
を
整
備
す
る
必
要
は
あ
り
ま

す
が
、
世
界
の
圧
倒
的
大
多
数
が
小
規

模
・
家
族
経
営
な
の
で
す
。

高
ま
る
家
族
農
業
へ
の
期
待

　

小
規
模
・
家
族
農
業
の
単
位
面
積
や

時
間
当
た
り
の
収
量
は
大
規
模
経
営
よ

り
も
多
く
、
高
品
質
な
農
産
物
・
食
品

を
生
産
し
ま
す
。
し
か
も
石
油
資
源
へ

の
依
存
度
が
低
く
、
水
資
源
も
分
け

合
っ
て
有
効
に
利
用
。
自
然
資
源
の
持

続
的
利
用
を
歴
史
的
・
文
化
的
に
習
得

し
て
い
る
の
で
す
。

　

家
族
農
業
は
、
雇
用
創
出
・
貧
困
削

減
・
不
平
等
の
是
正
の
他
、
環
境
・
生

物
多
様
性
・
文
化
遺
産
保
護
、
文
化
伝

承
な
ど
に
も
貢
献
す
る
、
多
面
的
機
能

を
果
た
し
ま
す
。

新
自
由
主
義
と
は

　

新
自
由
主
義
の
考
え
方
で
は
、
小
規

模
・
家
族
農
業
は
市
場
競
争
を
通
じ
て

淘
汰
さ
れ
、
大
規
模
化
・
商
業
化
し
、

農
民
は
都
市
の
賃
金
労
働
者
に
な
る
は

ず
で
し
た
。
し
か
し
現
実
は
自
由
化
で

豊
か
に
な
れ
な
か
っ
た
貧
困
人
口
が
増

え
て
お
り
、
食
料
保
障
も
達
成
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
。

齢
化
、
耕
作
放
棄
地
、
鳥
獣
害
、
限
界

集
落
が
広
が
り
、
農
家
の
方
々
は
、
子

供
た
ち
に
後
を
継
が
せ
る
こ
と
が
困
難

に
な
っ
て
い
ま	

す
。

　

さ
ら
に
、
F
T
A	

（
二
国
間
自
由
貿

易
協
定
）
の
増
加
・
T
P
P
の
締
結
に

よ
り
、
一
層
の
自
由
化
が
懸
念
さ
れ
、

工
業
製
品
輸
出
の
た
め
の
外
交
カ
ー
ド

と
し
て
、
農
業
が
切
ら
れ
ま
す
。

　

政
府
は
企
業
の
農
業
参
入
、
T
P
P

に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
規
模
の
拡
大
、
海

外
に
負
け
な
い
よ
う
な
効
率
化
、
企
業

主
導
の
農
工
商
連
携
、
農
産
物
・
食
品

の
輸
出
に
よ
る
農
業
・
農
村
所
得
の
倍

増
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は

８
０
年
代
の
途
上
国
の
農
業
開
発
手
法

で
す
。

　

途
上
国
で
は
「
家
族
農
業
は
効
率
が

　

国
連
は
2
0
1
4
年
を
「
国
際
家
族
農
業
年
」
と
定
め
ま
し
た
。
世

界
の
飢
餓
問
題
の
解
決
の
た
め
に
、
家
族
農
業
・
小
規
模
農
業
が
見
直
さ

れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
2
0
1
3
年
に
は
国
連
の
世
界
食
料

安
全
保
障
委
員
会
か
ら
「
食
糧
保
障
の
た
め
の
小
規
模
農
業
へ
の
投
資
」

と
題
す
る
報
告
書
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
作
成
に
参
加
さ
れ
た
関
根
佳

恵
さ
ん
（
愛
知
学
院
大
学
・
農
業
経
済
学
講
師
）
に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

「
小
規
模
家
族
農
業
が

  

世
界
の
未
来
を
拓
く
」

関
根
佳
恵
さ
ん
講
演
会

２
０
１
５
年
３
月
30
日
（
月
）　

　

(

２
ペ
ー
ジ
4
段
目
へ
続
く
）

浅
水
眞
理
子



大規模太陽光発電事業についての
　　　　　　要望書 （抜粋）

……飯能市の行う事業は、経営的に安定してい
て市民の

健康と自然環境を充分に配慮したものであって
ほしいと

思っていますので、懸念されることを以下に列
挙します。

 
・除草剤と防草シートの経年劣化による化学物

質の浸出

・パネル洗浄剤などの薬剤使用による環境への
負荷

・反射光・反射熱・  周辺機器や送電線からの
電磁波

・発電終了後のパネルその他資材の廃棄処理

・経営の不安定性

買い取り制度の財源は全て……電力会社が電
気利用者か

ら徴収したものです。ここにきて、買い取りの
中断により、

国の再生可能エネルギー固定買い取り制度の
不備が明ら

かになってきました。……（以下略）　　　　　

　　　　飯能市の太陽光発電事業を考える会 　

－２－

突
然
決
ま
っ
た
太
陽
光
発
電

昨
年
８
月
21
日
の
地
元
紙
『
文
化
新

聞
』
に
飯
能
市
が
太
陽
光
発
電
を
行
う

と
い
う
記
事
が
載
り
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
浄
化
セ
ン
タ
ー(

征
矢
町)

西

側
の
3.8
㌶
の
土
地
に
２
０
１
５
年
よ
り

20
年
間
、
包
括
リ
ー
ス
方
式
で
稼
働
す

る
。
９
月
の
定
例
会
に
補
正
予
算
案
と

し
て
総
額
14
億
４
８
０
０
万
円
で
提
案

す
る
、
と
あ
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
こ
の
事
業
に
対
し
て

の
継
続
審
議
を
求
め
る
陳
情
書
を
提

出
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
９
月
30

日
、
大
規
模
太
陽
光
発
電
事
業
は
議
会

の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
議
会
の
可
決
後
も
、
環
境
に
負

荷
の
な
い
運
営
を
市
に
求
め
、
要
望
書

を
提
出
し
説
明
会
の
開
催
を
求
め
ま
し

た
。（
下
記
参
照
）

　　

住
民
説
明
会
が
開
か
れ
た
の
は
、
議

決
か
ら
４
か
月
後
の
今
年
２
月
１
日
。

そ
の
日
は
会
場
に
地
元
の
参
加
者
が
大

勢
詰
め
掛
け
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
質

問
と
問
題
視
す
る
声
。
電
磁
波
に
よ
る

周
辺
住
民
の
健
康
問
題
。
設
置
前
と
設

置
後
の
健
康
調
査
の
実
施
の
要
求
。
住

宅
街
に
大
型
ダ
ン
プ
車
の
往
来
が
増
す

こ
と
へ
の
不
安
。
市
が
用
意
し
た
資
料

の
不
十
分
さ
。市
民
へ
の
周
知
の
欠
如
。

一
度
だ
け
の
説
明
会
で
は
到
底
議
論
が

足
り
ず
、
多
く
が
望
ん
だ
第
２
回
説
明

会
は
未
開
催
の
ま
ま
、
工
事
は
着
々
と

進
み
パ
ネ
ル
も
全
て
敷
き
詰
め
ら
れ
、

今
年
10
月
１
日
か
ら
稼
動
と
売
電
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

４
年
半
が
経
過
し
た
東
京
電
力
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
放

射
能
汚
染
は
未
だ
続
き
、
安
全
神
話
は

崩
壊
し
た
の
に
こ
の
夏
、
川
内
原
発
一

号
機
が
再
稼
動
…
。
震
災
直
後
は
今
こ

そ
安
全
・
安
心
、
ク
リ
ー
ン
な
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ
手

渡
そ
う
と
信
じ
て
疑
い
も
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
代

表
格
で
あ
る
太
陽
光
発
電
は
知
れ
ば
知

る
ほ
ど
不
明
や
疑
問
だ
ら
け
で
す
。
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社
会
選
択
と
し
て
の
未
来

　

私
た
ち
が
当
然
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
都
市
化
、
市
場
の

自
由
化
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
不
可
避
な

も
の
で
は
な
く
、
人
間
の
社
会
的
選
択

で
あ
り
、
小
規
模
・
家
族
農
業
の
低
迷
・

縮
小
は
、
私
た
ち
の
政
治
的
選
択
の
所

産
で
す
。

			

戦
後
、
大
陸
引
揚
者
を
農
村
が
受
け

入
れ
た
よ
う
に
、
ま
た
今
も
産
業
社
会

か
ら
は
じ
か
れ
た
人
達
が
農
業
を
通
し

て
社
会
と
の
繋
が
り
を
回
復
し
て
い
る

よ
う
に
、
農
業
は
食
料
保
証
の
実
現
だ

け
で
な
く
、
そ
の
多
面
的
機
能
に
よ
り

社
会
統
合
・
安
定
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
ま
す
。
社
会
が
小
規
模
家
族
農
業

を
選
択
す
れ
ば
未
来
は
変
わ
る
の
で
す
。

家
族
農
業
を
進
め
る
た
め
に　

今
、
何
を
す
べ
き
か

❶
「
小
規
模
農
業
＝
非
効
率
で
時
代
遅

れ
」
と
い
う
政
策
的
偏
見
の
除
去
。

❷
女
性
の
権
利
等
、
諸
権
利
の
法
制
化
。

❸
フ
ラ
ン
ス
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に

縦
割
り
行
政
か
ら
脱
却
し
、
小
規
模
・

家
族
農
業
に
つ
い
て
中
長
期
的
な
国
家

戦
略
を
策
定
し
、
予
算
を
配
分
す
る
。

❹
小
規
模
・
家
族
経
営
者
が
組
織
化
し
、

政
治
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
次
の
よ

う
な
新
自
由
主
義
的
政
策
を
見
直
す
。

―
―

民
営
化
・
市
場
自
由
化
・
規
制
緩

和
・
国
際
価
格
協
定
廃
止
。

日
本
へ
の
示
唆　

―

終
わ
り
に

か
え
て―

　　

日
本
政
府
は
市
場
の
更
な
る
自
由
化

を
目
指
し
、
T
P
P
大
筋
合
意
に
向
け

た
動
き
が
急
に
な
り
、
農
業
経
営
の
規

模
拡
大
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

日
本
の
O
D
A
は
未
だ
に
大
規
模
開

発
・
日
本
企
業
の
利
益
優
先
。
海
外
の

家
族
農
業
の
邪
魔
を
し
て
い
ま
す
。

　

代
替
案
と
し
て
、
日
本
が
世
界
に
誇

る
、
有
機
農
業
、
生
産
者
と
消
費
者
の

提
携
、
そ
し
て
米
国
・
フ
ラ
ン
ス
が
日

本
の
里
山
保
全
を
s
a
t
o
y
a
m
a

と
呼
ん
で
お
手
本
に
し
て
い
る
等
、
実

践
の
歴
史
に
目
を
向
け
、
新
自
由
主
義

を
超
え
る
説
得
力
の
あ
る
モ
デ
ル
の
提

示
が
鍵
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
、

学
習
の
場
の
積
み
重
ね
が
運
動
と
な
り
、

人
々
の
横
の
つ
な
が
り
が
社
会
を
変
え

る
大
き
な
力
に
な
る
の
で
す
。

　
　
　
　

＊　
　

＊

　

私
は
一
消
費
者
で
、
生
産
者
の
立
場

に
立
っ
た
事
が
な
く
、
今
回
、
農
業
を

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
近
は
、
大
企
業
が
野
菜
を
作
っ
て

売
っ
て
い
る
の
を
テ
レ
ビ
で
観
ま
す
が
、

私
達
消
費
者
は
、
地
産
地
消
の
た
め
に
、

地
域
の
小
規
模
農
家
の
方
の
野
菜
を
選

ん
で
買
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
消
費
者

だ
か
ら
農
業
を
知
ら
な
く
て
良
い
の
で

は
な
く
、
農
業
を
勉
強
す
る
事
は
、
自

分
達
の
生
活
を
守
る
事
に
も
繋
が
る
事

を
知
り
ま
し
た
。

飯
能
市
の
太
陽
光
発
電
事
業
に
つ
い
て
考
え
る

飯
能
市
の
太
陽
光
発
電
事
業
を
考
え
る
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川 

順
子

（
１
ペ
ー
ジ
か
ら
：
小
規
模
家
族
農
業
が
未
来
を
拓
く　

続
き
）
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度
単
価
）
で
全
量
売
電
し
、
市
の
収
入

に
す
る
た
め
に
電
気
を
作
る
事
業
で

す
。

　

買
い
取
り
制
度
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
発
電
し
た
高
額
の
電
気
を
買
い

取
っ
て
い
る
の
は
、
国
で
も
電
力
会
社

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
が
買
い
取
っ
て

い
る
の
か
…
、
そ
れ
は
他
で
も
な
い
電

気
利
用
者
の
わ
た
し
た
ち
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
月
々
の
電
力
料
金
の
明
細

書
の
『
電
気
ご
使
用
量
の
お
知
ら
せ
』

に
再
エ
ネ
発
電
賦
課
金
（
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
促
進
賦
課
金
）
と
い
う

項
目
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
は
電
力
会
社
が
国
に
代
わ
っ

て
徴
収
し
て
い
る
、い
わ
ば
税
金
で
す
。

今
年
４
月
ま
で
の
徴
収
単
価
は
０
．
75

円
／
㌗
時(

税
込)

で
し
た
。
今
年
５

月
～
翌
年
２
０
１
６
年
４
月
ま
で
は
、

１
．
58
円
／
㌗
時
（
税
込
）
と
倍
額
に

な
っ
た
の
で
今
年
度
の
再
エ
ネ
発
電
賦

課
金
の
一
般
家
庭
の
支
払
い
額
は
前
年

よ
り
年
額
５
千
円
近
く
多
く
徴
収
さ
れ

る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
飯
能
市
の
売
電
収
入
の
一

部
は
、
飯
能
市
民
で
あ
り
電
気
利
用
者

で
も
あ
る
私
た
ち
か
ら
、
月
々
徴
収
さ

れ
る
税
金
で
賄
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
問
題
点

　

例
え
ば
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
に
埋
め
込

む
太
陽
電
池
の
製
造
に
は
、
大
量
の
電

気
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
多
種
多
様
な

化
合
物
質
で
形
成
さ
れ
て
い
て
、
中
に

は
有
害
な
重
金
属
等
が
含
ま
れ
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。
現
在
、
国
は
使
用
済
み

パ
ネ
ル
の
処
分
方
法
を
確
立
で
き
ぬ
ま

ま
産
業
廃
棄
物
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
飯
能
市
が
設
置
し
た
ソ
ー
ラ
ー

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
社
の
パ
ネ
ル
Ｃ
Ｉ
Ｓ
系

（
Ｓ
Ｅ
１
６
０-

Ｓ
）
は
、
有
害
な
鉛
や
カ

ド
ミ
ウ
ム
を
使
用
し
な
い
こ
と
を
う

た
っ
て
い
ま
す
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生

み
出
し
た
後
は
大
量
の
廃
棄
物
と
な
る

こ
と
に
、
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

　

20
年
後
の
稼
動
終
了
後
に
排
出
さ
れ

る
大
量
の
使
用
済
み
パ
ネ
ル
を
ど
う
扱

い
、
ど
う
処
分
す
る
の
か
…
。
聞
く
と

包
括
リ
ー
ス
事
業
に
処
分
ま
で
全
て
盛

り
込
ん
で
あ
る
と
飯
能
市
は
い
い
ま

す
。
し
か
し
自
治
体
の
示
し
た
も
の
と

は
程
遠
い
結
果
に
な
っ
て
い
る
事
例
を

他
に
も
た
く
さ
ん
目
に
し
て
き
た
の

で
、信
じ
難
い
と
い
う
の
が
本
音
で
す
。

化
石
燃
料
依
存
は
変
わ
ら
な
い

　

私
た
ち
は
多
額
の
市
税
を
投
入
し
て

ま
で
発
電
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
ほ

ど
、
電
気
不
足
で
困
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
夏
の
室
内
を
キ
ン
キ
ン

に
冷
や
し
て
も
停
電
の
心
配
が
な
い
今

日
。
市
が
電
気
不
足
で
困
っ
て
い
る
と

も
思
え
ま
せ
ん
、
そ
れ
な
の
に
電
気
を

作
る
。
電
気
は
作
り
置
き
が
出
来
ま
せ

ん
し
、
蓄
電
池
導
入
に
は
多
額
の
費
用

が
か
か
り
ま
す
。

　

問
題
は
電
気
供
給
を
太
陽
光
発
電
な

ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
す
る
と
、
今

ま
で
以
上
に
化
石
燃
料
が
必
要
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
で
の
供
給
中
に
、
天
候
不

順
に
よ
っ
て
発
電
・
送
電
能
力
が
急
落

す
る
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
大
停
電
も

想
定
さ
れ
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
大
事
故

を
防
ぐ
た
め
に
も
、
安
定
供
給
が
可
能

な
主
発
電
で
あ
る
火
力
発
電
を
常
時
、

ア
イ
ド
リ
ン
グ
状
態
で
稼
動
し
て
お
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
天
候
次
第
で

発
電
し
た
り
、
し
な
か
っ
た
り
す
る
気

ま
ま
な
太
陽
光
発
電
を
増
設
し
て
い
け

ば
い
く
ほ
ど
益
々
、
火
力
発
電
へ
の
依

存
と
と
も
に
化
石
燃
料
の
需
要
が
高
ま

る
こ
と
は
必
須
で
す
。
ま
た
、
太
陽
光

発
電
で
大
量
に
発
電
し
て
も
、
既
存
の

送
電
網
へ
の
導
入
量
に
は
上
限
が
あ
り

ま
す
。
地
方
の
電
力
会
社
の
買
い
取
り

が
中
止
に
な
っ
た
の
は
そ
の
た
め
で
す
。

お
か
し
い
ぞ
？
買
い
取
り
制
度

飯
能
市
が
推
し
進
め
る
大
規
模
太
陽
光

発
電
事
業
は
、
発
電
し
た
電
気
を
買
い

取
り
価
格
32
円
／
㌗
時
（
２
０
１
４
年

国
の
戦
略
は
？　

　

太
陽
光
発
電
事
業
を
普
及
し
易
い
よ

う
に
国
は
法
律
を
変
え
ま
し
た
。
国
土

の
12
㌫（
埼
玉
県
の
総
面
積
の
約
10
倍
）

と
な
る
４
５
６
万
㌶
に
事
業
を
導
入
で

き
る
よ
う
、
２
０
１
３
年
６
月
『
日
本

再
興
戦
略
』
の
一
環
と
し
て
『
農
山
漁

村
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
』を
成
立
さ
せ
、

従
来
の
面
倒
な
許
認
可
な
ど
の
手
続
き

は
一
括
し
て
市
町
村
に
任
せ
ら
れ
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

   

〈
編
集
注
：
飯
能
で
も
農
地
な
ど
に      

　

太
陽
光
パ
ネ
ル
が
た
ち
始
め
ま
し
た
。〉

　

 

　
『
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
』
…
。
聞

こ
え
は
大
変
い
い
で
す
が
、
現
実
問
題

自
然
を
破
壊
し
か
ね
な
い
『
命
よ
り
経

済
』
の
構
図
に
悲
し
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
先
も
増
え
続
け
る
賦
課
金

徴
収
に
覚
悟
を
決
め
る
よ
り
、
真
実
に

向
き
合
っ
て
無
駄
な
電
気
を
作
ら
な

い
、
作
ら
せ
な
い
世
界
こ
そ
、
手
渡
し

た
い
未
来
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

本
当
の
再
生
可
能
な
世
界
に
す
る
た

め
に
何
が
出
来
る
か
を
ご
一
緒
に
考
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
能
市
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
征
矢
町
）
に
建
つ

太
陽
光
発
電
所
。
2
0
1
5
年
10
月
12
日
撮
影

　
　

東西 150 ｍ、南北 300 ｍの敷地（3.8㌶）に太陽光パネル13, 632 枚。出力２ＭＷ 
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●　

今
年
３
月
の
関
根
佳
惠
さ
ん
の
講

演
会
（
１
ペ
ー
ジ
参
照
）
を
受
け
て
、

４
月
か
ら
８
月
ま
で
月
１
回
の
ペ
ー
ス

で
学
習
会
を
開
い
て
き
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
当
日
講
演

に
集
中
で
き
ず
重
要
な
点
を
聞
き
逃
し

た
り
し
て
い
る
の
で
、
内
容
を
確
認
し

疑
問
点
な
ど
を
話
し
合
い
た
い
。ま
た
、

い
つ
も
聴
衆
と
し
て
講
演
を
聞
き
っ

放
し
に
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

も
っ
と
主
体
的
に
考
え
た
り
調
べ
た
り

し
た
い
。
と
い
う
事
で
、
講
師
は
立
て

ず
参
加
者
が
レ
ポ
ー
タ
ー
を
務
め
て
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

話
し
合
っ
た
こ
と
は
…
…
２
０
０
８

年
に
起
き
た
発
展
途
上
国
の
食
糧
危
機

はんのう消費者便り 35号　飯能市消費者団体連絡会（消団連）会報 2015 年 12 月

	　

消
費
者
行
政
で
は
消
費
者
被
害
の

防
止
が
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
65
歳
以
上
の
人
が
そ
の
被
害
者
の

79
％
と
い
う
オ
レ
オ
レ
詐
欺
等
の
被
害

額
は
昨
年
度
全
国
で
約
5
5
9
億
円

に
も
な
っ
た
そ
う
で
、
防
災
無
線
を

使
っ
た
注
意
喚
起
が
行
わ
れ
、
各
消
費

者
団
体
に
対
し
て
も
「
消
費
者
被
害
を

防
ぐ
た
め
地
域
で
見
守
り
活
動
を
」
と

呼
び
か
け
が
来
て
い
ま
す
。

　

た
し
か
に
消
費
者
被
害
は
多
発
し
て

い
ま
す
が
、
消
費
者
の
問
題
は
そ
れ
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
達
の
た
め
に
も
安
全
な
食
品

を
手
に
入
れ
た
い
と
思
っ
て
関
わ
り
始

め
た
消
費
者
運
動
。
世
界
は
み
ん
な
繋

が
っ
て
い
て
世
界
中
か
ら
物
を
集
め
て

き
て
い
る
「
私
の
暮
ら
し
」
は
他
の
人

の
命
と
人
権
を
踏
み
つ
け
て
い
る
か

も
、
加
害
者
か
も
と
い
う
こ
と
が
見
え

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

東
南
ア
ジ
ア
の
沿
岸
域
で
は
日
本

人
が
大
好
き
な
エ
ビ
の
養
殖
で
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
が
減
少
し
、
地
元
の
人
々
は

売
り
物
に
な
ら
な
い
頭
を
食
べ
る
し
か

な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
日

本
に
輸
出
す
る
た
め
に
伐
採
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
木
に
地
元
の
人
た
ち
が
鎖

で
体
を
縛
り
付
け
抵
抗
し
、
ま
た
企
業

誘
致
の
た
め
の
強
制
立
ち
退
き
に
軍
隊

が
出
動
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
原
料
に
な
る
カ

カ
オ
を
栽
培
す
る
農
場
の
中
に
は
幼
い

子
供
達
が
働
い
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。「
命
よ
り
お
金
」
が
横
行
し
、

日
本
で
も
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
な
ど
と
い
う

言
葉
さ
え
で
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

		

格
差
が
広
が
っ
て
社
会
が
不
安
定
に

な
る
と
犯
罪
が
多
発
、
ま
し
て
や
武
力

の
行
使
な
ど
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
は

安
全
な
食
べ
も
の
ど
こ
ろ
か
暮
ら
し
さ

え
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
戦
争
が
無
い
だ

け
で
な
く
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
て
被
害

者
に
も
加
害
者
に
も
な
ら
な
く
て
済
む

世
界
は
憧
れ
で
し
か
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。

		

次
号
で
報
告
し
ま
す
が
、
今
年
は
戦

消
費
者
っ
て
た
い
へ
ん

そ
の
７

川
野
安
紀
子

後
70
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
「
ひ
ろ
し

ま
」
の
上
映
会
に
合
わ
せ
て
「
戦
後
70

年
平
和
展
」
を
開
催
し
、「
小
川
町
平

和
の
た
め
の
戦
争
展
」
で
展
示
さ
れ
て

い
た
物
を
メ
イ
ン
に
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
の
交
流
広
場
を
い
っ
ぱ
い
に
使
っ

て
平
和
と
戦
争
を
考
え
ま
し
た
。
誰
も

が
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
送
れ
る
よ

う
、
そ
し
て
公
平
で
公
正
な
社
会
に
な

る
よ
う
に
、
消
費
者
は
し
っ
か
り
世
界

を
見
て
出
来
る
こ
と
か
ら
一
歩
ず
つ
行

動
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

  

「小規模家族農業が世界
の未来を拓く」の学習会
　　　第6回（最終回）
　　　　続けて映画上映もします。
　　初めての参加大歓迎！《あとがき》を参照。

2016 年1月22日（金）中央公民館・地下

　12:30 ～  これまでの学習会のまとめと報告
　13:30 ～  映画上映「土の讃歌」& トーク
  『土の讃歌』　2012年／米国／ 104分

　デボラ・ガルシア監督（「食の未来」制作）
　近代農業は化学化、機械化、大規模化を邁進
してきた。その結果、土は塩害、表土の流亡で
傷み、土壌・地下水・海洋・大気・人体を汚染
し、多くの種を失い、……食料支配をもくろむ
巨大資本による土を愛する小農民の追放。
　人類は土との関係修復がなければ存続が危ぶ
まれる。それを解決する道は、自然生態を生か
した農業。美しい映像で説く。（DVD解説より）

と
は
何
か
？
新
自
由
主
義
は
い
つ
か
ら

始
ま
り
、
何
を
も
た
ら
し
た
の
か
？

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
、
農
業
の
企
業
化
、

飯
能
の
農
業
の
現
在
、
実
際
に
私
た
ち

は
何
が
で
き
る
の
か
？
な
ど
、
話
は
多

方
面
に
わ
た
り
ま
し
た
。

　

飯
能
で
実
際
に
農
業
を
営
む
方
の
お

話
か
ら
、
私
達
消
費
者
が
地
域
で
作
ら

れ
た
農
作
物
を
買
う
こ
と
で
生
産
者
を

支
え
、
生
産
者
に
支
え
ら
れ
る
と
い
う

事
、
生
産
者
と
消
費
者
の
「
顔
の
見
え

る
関
係
」
が
安
全
な
食
物
に
つ
な
が
る

と
い
う
事
を
、
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
話
し
合
っ
た
点
や
や
り
残

し
た
点
を
確
認
・
整
理
す
る
た
め
の
最

後
の
学
習
会
（
第
６
回
）
を
来
年
１
月

に
開
き
ま
す
。今
回
は
映
画
も
見
ま
す
。

初
め
て
の
方
の
ご
参
加
、
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。（
右
上
欄
参
照
）

●
今
年
2
0
1
5
年
の
夏
は
、
民
主

主
義
に
つ
い
て
、
ま
た
戦
後
の
在
り
方

に
つ
い
て
考
え
、
多
く
の
書
物
に
あ

た
っ
た
人
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
次
号
の
会
報
（
36
号
）
は

今
年
の
夏
の
消
団
連
の
活
動
、「
ひ
ろ

し
ま
」
上
映
と
「
戦
後
70
年
平
和
展
」

を
特
集
し
ま
す
。　

「戦後70年平和展」8月
飯能市市民活動センター

《
あ
と
が
き
》


